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                発表論文の概要 
１． 目的（100～200字程度） 
 構造物の耐久性確保という見地から、単位水量は重要な因子であり、近年この迅速推定を行うケースが多く

なっている。推定には各地区で複数の方法が試みられているが、著者らは容易に使用でき、測定時間も比較的

短くて可能な高周波加熱法を対象とし、推定精度を向上させるためのデータ収集を行ってきた。今回の発表は

要因として次の影響を調査した結果を報告する。 
①細骨材の吸水率 ②ｳｪｯﾄｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞの方法･条件、 ③ｺﾝｸﾘｰﾄの練り上がりから試料採取までの経過時間  
                                              以上 
２． 内容（300字程度） 
①細骨材吸水率 
吸水率の異なる細骨材を 4水準とり、同一試験者による繰り返し誤差、試験者 3名による個人誤差、吸水率 
と乾燥時間所要時間、乾燥中の細骨材表面温度との関係を調査した。その結果から、単位水量の推定値に及ぼ

す影響と細骨材吸水率の試験方法の採択性について論じた。 
②ｳｪｯﾄｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞの方法･条件 
使用粗骨材を 2水準(砂利と砕石)、ふるい分け方法を 2水準(手動と振動機使用)、ふるい分け時間を 4水準と 
り、繰り返し誤差、個人誤差ならびにｳｪｯﾄｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ前後のﾓﾙﾀﾙ配合の差を求め、付着等で回収不可能なﾓﾙﾀﾙの

量と単位水量推定値に及ぼす影響を調べた。 
③ｺﾝｸﾘｰﾄの練り上がりから試料採取までの経過時間 
単位ｾﾒﾝﾄ量 3水準、経過時間 4水準とし、単位水量配合値に対する推定値の傾向を調べた。 
                                             以上 

３． 結論※3（100～200字程度） 
①吸水率試験方法に対し、JIS A 1109と高周波加熱法を比較した結果、明らかに差があり、考察から後者を採
用すべきと判断される。 
②ｳｪｯﾄｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞにおいては、振動機を用いた方が、配合値に近い推定値が得られること、粗骨材の表面形状に

より差が生じること、ふるい網や容器に付着し回収できないﾓﾙﾀﾙが誤差要因となっていることがわかった。 
③ｺﾝｸﾘｰﾄの練り上がりから試料採取までの経過時間による影響は、時間経過に伴い推定値が小となる傾向がみ 
られたが、これらはｾﾒﾝﾄの水和との関連を含めて再調査する必要がある。 
                                              以上 
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